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 論文内容の要旨
 {.緒論
半導体集積
タの数が増
そこで、こ
電力化を実
る現在主流
するため、高速処理と低消費電力を両立するのが困難
.クラスタ化
チャとして
由度の高い
された単純
やポート数
造を小規模
費電力化を
度の向上に
とにより、
クチャにお
問通信が増加しないように命令をステア
本論文では
キテクチャ
するために
構成が有効
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抽出し、効率
原因になりや
 間通信の最適化、について評価を行う。
 2、プ縫グラム中の命令の重刑性と逐次牲
命令列を効果
なハードウェ
るいは独立と
 依存関係のため、並列に実行することができない。
本章では、命
より、プログ
して、データ依存関係のある命令間の距
実行駆動シミ
命令問の距離
うことを明ら
トが2以下の
ログラムの一般的な特徴を概念設計へと応用するこ
 3.クリティカルな命令の分類
プログラムの
タ化アーキテ
の結果によ
 合がある。
本章では、デ
命令が処理の
るか否かを統
がまだ分かっ
の距離が長い
ペランドの状
ス上に存在す
令として命令
 ングするというクラスタ化ア
実行駆動シミ
 て性能が向上することが分かった。
 尋.データパス分割の効果
広域的な構造
るため、高速
い、費E閥の通信が頻繁に発生し、性能低下
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本章では、
れた処理要
を処理性能
ッサのサイ
クセス時間
方式の建C(
の処理速度
 タファイル消費電力を見積もる。
実験の結果
レジスタフ
が分かった
より、PE毎
スを構築可
的に分割を
した。さら
 幅を増加させるほど性能が向上することを確認した。
 5.隣接旺闘の協講
本章では、
犯Cの低下
は、プログ
 と、隣接PE問協調を支援するよう
性能評価実
果を隣接遡
らに、レジ
果を高める
ークにおい
 を示した。
 6.結論
本論文では
ラスタ化ア
を踏まえた
力の面で非
 ロセッサの実現に向けて、
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 論文審査結果の要旨
近年,半導体加工
計の主要な制約
がますます高ま
を持つ複雑なハ
することが困難
て,局所化した単
効率的に実行する手法について論じたもので,全編6章
 第1章は緒論である.
第2章では,プロ
タ依存のあるレ
られるデータ問の
命令列の効率的実行方式
第3章では,クラ
ドの状態に基づ
えて,命令が処理の
第4章では,クラ
理要素群における
 命令列の効率的実行方式を実現
第5章では,クラ
案している.この
を追加すること
ら,本方式が少な
ラスタ化アーキ
 しており,極めて重要な成果である.
 第6章は本論文を総括し,結論としている.
以上,要するに本
成と概念設計に
設計分野ならび
 学)の学位論文として合格と認める.
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